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森林を利用した村の発展
パラム川中流域 ロング ・プディアン村において
加賀道(京都大学大学院アジア ・アフリカ地域研究研究科)
期間:2004年8月8日"-'2004年8月28日
場所:パラム川中流域 ロング ・ブディアン村
目的:森林環境が村の発展過程でどのように利用されてきたのか明らかにしたい。今回の
調査の目的は、次回長期調査に入るための体制を整えることと村の概要を知ることであっ
た。
背景:サラワクは、 1970年代後半から大規模な木材伐採が始まり、特にパラム川流域の森
林と人々の生活は大き く様相を変えることとなった。住民は州政府や伐採会社との対立を
経て、伐採会社という新たな雇用先が生まれ、また伐採道路によって都市への往来が容易
になった。今回調査に訪れたカヤン人の村、ロング ・ブディアンもこの例に漏れない村の
ひとつである。
当村では 2000年に村へ通じた伐採道路により、村の暮らしが大きく変化したことが予想
される。 2004年には観光業にも力を入れ始めている。サラワク州、!としても木材伐採の次の
収入源としてエコツーリズムに力を入れているが、この村ではどのような背景のもと観光
に力を入れているのだろうか。また残された森林環境(資源)は村の発展にどのように使
われているのか、伐採会社や伐採道路の影響により生業がどれだけ変化しているのか。
活動内容:
次回の長期調査に向け、村長から調査許可を取得
滞在受け入れ家族探し
村の概要調査
マーケットを中心とした聞き取り調査
調査報告:滞在期間中、村長が不在だ、ったため、調査の許しを村の取締役取りまとめ役に
お願いし、また滞在先を探した。調査許可が下り、受け入れ家族も得て、次回からの調査
の足がかりを作ることが出来た。
今回の調査では、周辺地域の中心になっているマーケットの調査を主に行った。以下に
その報告を記す。
1. マーケット
村の入り口に位置するマーケットは、村人だけでなくプナン人や伐採キャンプで働く人、
また観光客などさまざまな人で賑わう。もともとロングハウスの前で数件経営していた商
庖を 1997年に場所を移し、村の資金て。長屋状のマーケットを建設、村人から経営者を募集
した。現在では 38件の商庄が連立している。もともと焼畑農耕民のカヤン人であるが、商
底経営者からの聞き取りによると、大分農業離れが進んでいるように見受けられた(表-
1を参照)。現在も稲作を続ける者は、距離が遠く 手入れの大変な陸稲よりも、近くに位置
し手入れの比較的楽な湿地田のみを維持している人が多く見られた。
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表 - 1 商 庖 経 営 者 (n = 2 8 ) の 農 業 離 れ
所 有 農 地 稲 作 用 の 種 類
件 数 ( 人 ) 湿 地
? ?
?
?
?
?
?
? ?
?
? ?
9  8  
? ?
?
稲 作 を や め た 1  7  1  6  1  2  
稲 作 の 土 地 を 所 有 し て い な い 2  
( 2 0 0 4 年 筆 者 の 聞 き 取 り に よ る )
ま た 、 稲 作 を や め た 商 庖 経 営 者 は 、 米 を 村 人 や プ ナ ン 人 か ら 購 入 し て 賄 っ て い る と い う
こ と が 聞 き 取 り か ら 明 ら か に な っ た 。 林 産 物 に 関 し て も 、 今 回 の 調 査 で は 定 量 的 な 調 査 を
行 わ な か っ た が 、 大 部 分 を プ ナ ン か ら の 供 給 に 頼 っ て い る よ う で あ る 。
2. 笠 2 盟 重
ロ ン グ ・ フ ザ デ ィ ア ン は 焼 畑 農 耕 民 族 で あ る カ ヤ ン 人 の 村 で あ 色 。 人 口 は 1 6 0 0 人、 1 2 0 世
帯 を 持 つ 比 較 的 大 き な 村 で あ る 。 と は い え 、 出 稼 ぎ な ど に よ り 常 時 村 に 暮 ら す 人 数 は 6 0 0
人 前 後 に 過 ぎ な い 。 1 9 4 7 年 に 自 然 宗 教 か ら 改 宗 し 現 在 で は 1 0 0 % ク リ ス チ ャ ン (S i d a n g
lngil B o r n e o ) の 村 で あ る 。 村 に は 小 学 校 、 幼 稚 園 、 ク リ ニ ッ ク や 図 書 館 、 ま た 2 0 0 2 年 に
マ ハ テ ィ ー ル が 村 を 訪 れ 、 マ レ ー シ ア の ベ ス ト ・ ピ レ ッ ジ に 認 定 さ れ る と 、 政 府 プ ロ ジ ェ
ク ト と し て 衛 星 を 使 っ た イ ン タ ー ネ ッ ト 施 設 が 建 設 さ れ た ( 発 電 機 を 使 用 し て い る た め 夜
間 の み 使 用 可 ) 。 現 在 で は 焼 畑 の ほ か 、 村 で の 商 庖 経 営 、 自 家 用 車 を 使 っ た 村 と 都 市 間 の 輸
送 業 、 近 隣 の 伐 採 会 社 や 都 市 へ 出 稼 ぎ な ど 、 生 業 の 種 類 が 多 様 に 変 化 し て い る 。 当 村 は 村
人 の 団 結 が 強 く 、 現 在 で も 村 長 を 中 心 と し て 住 民 に よ る 活 動 が 積 極 的 に 行 わ れ て い る 。
3 .  プ ナ ン 人 と の 関 わ り
カ ヤ ン 人 の 村 で あ る ロ ン グ ・ ブ ヲ 「 イ ア ン だ が 、 そ の 周 辺 に は も と も と 移 動 狩 猟 採 集 民 で
あ る プ ナ ン 人 の 村 が 散 在 し て い る 。 彼 ら は ロ ン グ ・ ブP デ ィ ア ン に 林 産 物 を 持 ち 寄 り 、 マ ー
ケ ッ ト で 現 金 と 交 換 す る 。 現 金 収 入 手 段 を ほ と ん ど 持 た な い プ ナ ン 人 に と っ て 、 こ の マ ー
ケ ッ ト は 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と い え る 。 プ ナ ン 人 が 持 ち 込 む 林 産 物 は ラ タ ン ( 藤 )
か ら 作 っ た 寵 や マ ッ ト 、 装 飾 品 や 、 ブ ロ ー パ イ プ 、 ナ タ な ど の ほ か 、 森 で 採 れ た イ ノ シ シ
や シ カ 肉 、 魚 、 ヤ シ の 若 芽 、 更 に は 米 と い っ た 食 料 品 に ま で 及 ぶ 。 彼 ら は 週 に 一 度 、 伐 採
会 社 に よ る ロ ン グ ・ ブF テ マ イ ア ン へ の 無 料 送 迎 が 提 供 さ れ て お り 、 調 査 し た だ け で も 周 囲 約
3 0 キ ロ に 位 置 す る 15 村 の プ ナ ン が 毎 週 ロ ン グ ・ ブ デ ィ ア ン の マ ー ケ ッ ト を 訪 れ て い る こ と
に な る 。
4 .  観 光 に 関 す る 動 き
2 0 0 4 年 か ら 、 ロ ン グ ・ ブ ず デ ィ ア ン は 観 光 に 力 を 入 れ 始 め て い る 。 当 村 は 、 サ ラ ワ ク 第 2
の 都 市 で あ る ミ リ か ら 車 で 約 6 時 間 の と こ ろ に 位 置 し て い る 。 2 0 0 0 年 に マ レ ー シ ア で 初 め
て 世 界 遺 産 に 指 定 さ れ た ム ル 国 立 公 園 へ は そ こ か ら 2 時 間 で ア ク セ ス で き る 。 現 在 の と こ
ろ 当 村 を 訪 れ る 旅 行 者 の 最 終 目 的 地 は ム ル 国 立 公 園 で あ る 。 し か し 短 時 間 で 楽 に 到 達 で き
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る空路ではなく、伐採道路を 4輪駆動車で訪れる旅行者は、旅の過程にも熱帯雨林の冒険
的な気分を求めているのだろう。
現在ロング・プFデ、イアンで行われている観光に関する活動内容は以下のとおりである。
(ア)村の保護林にある滝を利用した宿泊施設建設
(イ)ホームスティプログラム
(ウ)村の宿泊施設「ホーンピル・ロ ッジJ
(エ)ミリからの4輪駆動者によるガイド及び送迎
(主にムル国立公園まで)
今後の課題:今後の調査では、まず村の生業などの基本的な村の構造をつかむことが当面
の課題となる。また伐採会社が入ってきた 70年代からの歴史的な変遷や、それに伴う生業
の変化を生業調査や聞き取り、文献資料などにより整理する。また、村で行われる諸活動
について村長などの中心人物からの聞き取りや、組織構成を調べ、政府との関わりについ
ても考慮する。
博士予備論文では、彼らが村の発展のためにどのように森林環境を利用し、変えていく
のかという点に関心を向け、前述したフレームの中で以下の点に注目する予定である。
①ロング・ブデ、イアンの森林利用と発展活動を象徴するエコツーリズムについて
②ロング ・ブ‘ディアン(カヤン人)とプナン人の森林産物利用の違し、から見える“森"に
ついて
①では村の発展に利用される森林という視点のもと、その象徴としての観光開発に焦点
を当てる。観光業に携わる村人や、中心となり活動を進める人、観光客などへの聞き取り
をおこなう。
もうひとつの視点として②ではロング -ブディアンと周辺プナン村の森林利用に目を向
ける。これは林産物の使い分けが存在するという仮説のもと、ロング・ブディアンとプナ
ン人の聞に発生する様々な格差の諸原因に迫るのが目的である。村の林産物利用とプナン
人がマーケットへもたらす林産物についての定量的な調査を行い、住民とプナン人との森
林利用の違いを比較する予定である。また、伐採会社による無料送迎が行われる以前と現
在の違いや、関係村の広がりの有無についても調査する予定である。
上記の点を調査するに当たり、カヤン人としてロング・ブディアン村がどのよ うな位置
付けにあるのかを把握するため、周辺のカヤン村においても基本的な生業調査を行う必要
があると考えている。
以上、博士予備論に向けた今後の調査では、彼らの生活環境である森林に注目を向ける
ことで、変化してきた森林環境をどのように利用し、適応してきたのかを考察することが
課題である。
今後の調査予定:2005年 1月下旬'""3月
2005年 6月上旬'""10月
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